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神奈川県相模原市の障害者施設で起きた痛ましい事件を機に、小牧福祉会でも“防犯”

への取り組みの一環として、小牧警察署のご協力のもと、本庄授産所で防犯訓練を行いま

した。 

今回は初めての試みで、不審者が侵入し、退去を求めるが応じないと想定して、 

①利用者の居るスペースへは侵入させないように職員の説得で別室に誘導する。 

②警察に通報し、警察官に不審者を引き渡す。 

という内容で行いました。利用者のみなさんには直接不審者と接触することなく避難する

という訓練でしたが、警察官の迫力ある対応に職員一同緊張感を持って取り組むことがで

きました。その後は防犯についての講話を聞き、実際に不審者が侵入してきた時の緊急通

報のタイミングや“さすまた”の使い方などをみんなで学びました。 

今後も、いろいろな場面を想定した訓練を行い、いざという時に一人ひとりがどう動く

べきかを理解し、身につけ、慌てることなく安全を確保していけるよう防犯への取り組み

を進めていきます。（Ｋ） 

防 犯 訓 練 不審者が来た！！ 

「不審者が来た！！」 「さすまたの使い方講習」 

小牧福祉会理事の交代について 

任期途中ではありますが、平成２０年から役員を務めていただきました大島理事長が体調を

考慮して退任となりました。そして新たに本庄授産所所長の伊藤正登が理事に就任しました。 
 

【理事長】 梶田 馨 

【理 事】 松浦史郎、丹羽正雄、石原多加子、伊藤 茂、伊藤正登 

【監 事】 安形秀次、鈴木一成 

【苦情等解決第三者委員】 鈴木一成、倉知 新 
 

任期 令和２年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで（令和３年６月頃） 

小牧市福祉会のために引き続きご尽力をお願いします。 
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 入居者と世話人・支援員のみんなで３月２６日に、外食することになりました。 

3 月の始め頃から夜のくつろぎ時間に「どこに行きたいか」「何が食べたいのか」をみんな

で楽しく話し合いました。お店は近くのお蕎麦屋に決まり、メニュー表を取り寄せて「おそ

ばの定食がいい」「カレーうどんもいいな」と食べたいメニューを選びました。 

グループホーム、はじめての外食 

 

 

授産所には看護師の資格をもった「看護職員」

が勤務しています。 

利用者の健康診断・歯科検診・レントゲン検

査に同席して、一人ひとりの健康状態を把握し

てご家族に分かりやすく、健康手帳やお手紙を

お渡ししています。また新型コロナウイルス感

染予防など、情報の共有にも努めています。 

血圧・体重・歯磨き指導、普段の様子を観察

し、利用者が健康維持できるよう日々心がけて

います。（Ｋ） 

 

きめ細やかな看護師さん 

作業スペース 心機一転！！ 

「歯磨き指導」 

「血圧測定」 

 平成 3 年に増築されてから３０年近く、2 階を作業室として使ってきました。 

ミシンを置いて縫製の作業や、さまざまな軽作業もする場所でした。 

令和 2 年度がスタートするにあたり、２階で行っていた縫製や軽作業を１階の作

業室（第 1 作業室・第 2 作業室）で行うことにしました。1 階に利用者の人数が多

くなりましたが、狭いという感覚よりも、みんなで協力する一体感と和気あいあい

とした雰囲気が生まれてきています。4 月から 3 ヶ月が過ぎ、作業の流れも良くな

り、今までより利用者同士の交流が深まっているのを実感しています。 

2 階は、レクリエーションや活動の場となって広々としたスペースで活動の幅も

広がり、利用者の喜ぶ姿が見られます。（S） 

「第 1 作業室」 「第２作業室」 「2 階でボール遊び」 
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 縫製商品を販売していただいている

キャロットさんの紹介で、本庄授産所に

“プメハナ”さんが来所されました。 

 プメハナさんはボランティアでフラ

ダンスを教えてくださるグループです。 

 フラダンスの優雅な動きを観賞した

後は、みんなフラダンスの衣装を着て踊

り方を教えてもらいました。最後は、音

楽に合わせて楽しくレッツ・フラダン

ス！ 

貴重な体験ができ、笑顔で楽しい時を

過ごすごとができました。（Ｏ） 

   

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プメハナさんのフラダンス 

小牧福祉会では、この広報紙「なかまのわ」の毎年１１月

発行号において、赤い羽根共同募金のご案内を掲載するとと

もに、募金のご協力をお願いしております。 

その募金の配分金の交付について、昨年度申請を行いまし

たところ、この度「令和２年度共同募金配分金」につきまし

て、愛知県共同募金会様より決定の通知をいただくことがで

きました。 

愛知県民のみなさまから寄せられた貴重な浄財ですので、

ご期待に応えられるように有効に活用させていただきます。 

          （Ⅰ） 

 
「公用車のイメージ」 

車両購入に係る配分決定金額 １，７００，０００円 

※詳細は次号にてお伝えする予定です。  

「フラダンス体験」 

赤い羽根共同募金の配分金により車両を購入します！ 

 

 当日は歩いてお店に行きました。次々と運ばれる料理に目を輝か

せながら、美味しそうに食べ、いつもとは違う雰囲気の食事会を過

ごすことができました。 

今後も楽しんでもらえるよう、いろんな企画をしていきます。（Ｈ） 



第７号                      年３回発行（７月,１１月,３月） 
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寄附のお願い 

社会福祉法人への寄附金は、

税制上の寄附金控除の対象にな

ります。個人による寄附は、確

定申告により所得控除に、法人

による寄附は、一般寄附金の損

金算入限度額に加えて別枠で損

金算入することができます。 

こうした制度をご活用いただ

き、ご支援を賜りますようお願

い申しあげます。ご協力いただ

ける方はお近くの事業所までお

申し付け下さい。よろしくお願

いします。 

 

未来は明るい！！ 
 

ご寄付・ご協力のお礼 ２月～５月 
【寄付金】いわざき    ８０，８７３円 

本  庄    ８４，７２５円 

本  部 ２，０００，０００円 

【寄付物品】   

 食料品、飲料水、日用品、災害備蓄品 

 郵便はがき、パソコン、マスク、電子体温計 

 バキュームクリーナー 

【協力団体等】 

・㈱トヨタシステムズ社会貢献室様 

・イオン小牧店様・日本特殊陶業㈱様 

・マックスバリュ小牧堀の内店様 

・マックスバリュ小牧駅西店様 

・三菱重工業㈱人事労政部 

名古屋人事労政グループ様 

・厚生労働省・愛知県知的障害者福祉協会様 

・愛知県民間社会福祉事業職員共済会様 

・中部善意銀行様・小牧市社会福祉協議会様 

・小牧市善意銀行様・小牧市役所様 

 

今後の予定  ７月～１０月 
【本庄】 

１０月 本庄小学校「ほっと・すぽっと」 

 

・特別支援学校産業現場等における実習 

・企業新入社員研修（社会貢献活動） 

・教員免許特例法による介護体験 

・介護福祉士実習 ・保育士実習 

等実習受け入れ 

 

＊バザー、実習、体験等につきましては 

状況により中止される場合があります。 

【ボランティア・支援者】 

 ・野村先生[リトミック] 

 ・長谷川先生[音楽療法] 

 ・香月先生[健康体操] ・堀部先生 

・プメハナ様[フラダンス] 

 ・作業でのボランティアのみなさま 

 

【バザー売上】いわざき ２９，４３０円 

       本  庄 ８１，１３０円 

【バザー協力団体等】  

 ・小牧市第１老人福祉センター「野口の郷」様 

 ・久保区(３あい事業)様 ・寿学園様 

【資源回収収入】いわざき   ６００円 

        本  庄 １，３５０円 

 ・新聞紙、アルミ缶、雑がみ、段ボール 

 

ご支援・ご協力ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いします。 


